
理科学習指導案 
 

              日 時 11月 16日（水）5校時 
学 級 3年Ａ組（男子 15名，女子 20名，計 35名） 

           授業者 教諭 菅野由香利 
 
１ 単元名 地球と宇宙 
 
２ 単元について 
（１） 教材観 

小学校では，「月は絶えず動いているということ」「明るさや色の違う星があること」などについて

学習している。本単元では，身近な天体の観察や資料などを基に，地球や太陽系の天体とその運動の

様子を考察させることをおもなねらいとしている。そのため，天体の 1日の動きや季節によって見え
る星座の位置の違いなどは地球の自転や公転によって起こる運動であることをとらえさせ，相対的か

つ巨視的なものの見方や考え方を養う。 
（２） 生徒観 

全体として明るく活発な生徒が多く，疑問に感じたことなどを素直に表現できる。反面，基礎・基

本的内容の定着が不十分な生徒が少なからず見られ，実験・観察の結果や身近な現象から判断できる

ことについて，よく考え発表するという思考力が不足している。本単元に関わっては，学習に入る前

の生徒の発言から「雲が流れるのも自転によるため」「星が光っているのはすべて反射である」など

の誤った先入観が多く見られ，日常経験の不足やニュースなどへの関心の低さから，本単元に関わる

基礎的な理解は低い生徒が多い。そのぶん，天体やその動きに対して驚きと興味・関心を持って取り

組んでいる。 
（３） 指導観 
     本単元は地球を出て外部から地球の動きや天体の動きを考える場面が多く，実際には眼前にはな

い現象を扱うため，巨視的・相対的なものの見方や考え方（空間把握概念）を必要とされる。しか

し，生徒はそのようなものの見方には慣れておらず，思考力の不足とともに，学習する中で「自分

が地球上のどこで何を見ているのか」混乱しがちである。したがって，モデル実験やコンピュータ

シュミレーションなどの教材を活用し，自分の位置や観察の対象を把握させながら，生徒の理解を

深めたい。 
 
３ 学習指導目標 
【自然現象に対する関心・意欲・態度】 
・天体の動きと地球の自転・公転，太陽系と惑星に関する事物・現象に関心を持ち，意欲的にそれらを探

求するとともに，自然環境を保全しようとする。 
【科学的な思考】 
・天体の動きと地球の自転･公転，太陽毛絲惑星に関する事物･現象の中に課題を見出し，解決方法を考え

て観察・実験を行い，事象の生じる要因やしくみを時間，空間と関連付けて動的に考え，問題を解決す

ることができる。 
【実験・観察の技能・表現】 
・天体の動きと地球の自転・公転，太陽系と惑星に関する観察・実験を行い，基礎操作を習得するととも

に，規則性を見いだしたり自らの考えを導き出したりして，創意ある観察・実験の報告書を作成し，発

表することができる。 
【自然現象への知識・理解】 
・ 天体の動きと地球の自転・公転，太陽系と惑星に関する事物・現象について理解し，知識を身につける。 



４ 指導計画（総時間数 16時間 本時 8/16） 
具体の評価規準 

時 
数 

学習内容 自然現象に対する 
関心・意欲・態度 

科学的な思考 
実験・観察の 
技能・表現 

自然現象への 
知識・理解 

1 

星空の観察を行

う。 
天体や星座など，宇宙

について興味・関心を

持ち，意欲的に観察し

ようとする。    

 星の位置の観察方法

や星座早見盤の使い

方を理解し，星空を観

察することができる。 

 

2 

天球や恒星につ

いて理解する。 
 天球の考え方を説明

できる。 
 恒星には明るさや

色・地球からの距離の

違いがあることを説

明できる。 
3 
 
 

地球の自転によ

って起こる現象

を調べる。 

地球の自転や公転に

ついて関心を持ち，進

んで調べようとする。 

地球の自転によって

生じる現象について

指摘できる。 

  

4 
 

星や太陽の1日の
動きを調べる。 

 星の1日の動きを考察
できる。 

透明半球を用い太陽

や星座の見かけの動

きを観察し，結果をま

とめることができる。 

 

5 
星や太陽の日周

運動について理

解する。 

 太陽の1日の動きを星
の動きと比較して考

察できる。 

 天体の日周運動につ

いて説明できる。 

6 

地球の任意の地

点での太陽の位

置や日の出・日没

の時刻が違うこ

とを理解する。 

 地球上の任意の場所

での太陽の位置を考

察できる。 

 地球上の任意の場所

での太陽の位置や日

の出・日没の時刻が違

うことを説明できる。 

7 

地球の公転によ

って起きる四季

の星座の移り変

わりを理解する。 

 モデルから地球の公

転による星座の年間

のみかけの動きを指

摘できる。 

 モデルを用いて四季

の星座の移り変わり

と地球の公転運動の

関係を説明できる。 

8 
本

時 

地球の公転によ

る星座と太陽の

動きについて理

解する。 

1年間の星座の動きに

ついて進んで調べよ

うとする。 

モデルやコンピュー

タシュミレーション

を基に，地球の公転に

よる星座と太陽の一

年間の動きを指摘で

きる。 

  

9 

昼夜の長さや四

季の変化を公転

運動と地軸の傾

きと関連付けて

理解する。 

  モデル実験で太陽高

度や昼夜の長さの違

いを測定できる。 

太陽の光の当たり方

によって，もののあた

たまり方が異なるこ

とを説明できる。 



10 

太陽高度と四季

の変化を公転運

動と地軸の傾き

と関連付けて理

解する。 

 モデルから季節によ

る太陽高度の違いな

どを地軸の傾きと関

連付けて考察できる。 

 北半球・南半球の季節

の違いを，地軸の傾き

と公転運動を使って

説明できる。 

11 
太陽の観測を行

う。 
天体観察に進んで取

り組もうとする。 
 天体望遠鏡を用いて

太陽の観測を行うこ

とができる。 

 

12 
太陽の特徴を理

解する。 
 太陽の黒点の移動や

形の変化を指摘でき

る。 

 太陽の特徴を説明で

きる。 

13 

惑星の特徴を理

解する。 
  金星の動きを観察し，

結果をまとめること

ができる。 

惑星は太陽の光を反

射して光っているこ

とや，内惑星・外惑星

の違いを説明できる。 

14 

地球と内惑星の

位置と見え方の

関係について理

解する。 

 恒星と惑星の見え方

の違いを，その特徴に

基づいて指摘できる。 

 内惑星の見え方を図

を用いて説明できる。 

15 
太陽系の天体の

特徴について理

解する。 

太陽系の天体に興味

を持ち，進んで調べよ

うとする。 

  太陽系の天体の特徴

について説明できる。 

16 

宇宙の広がりを

理解する。 
宇宙の広がりに関心

を持ち，進んで調べよ

うとする。 

  恒星の特徴や，銀河な

ど宇宙には様々な天

体があることについ

て説明できる。 
 
５ 本時の指導 
（１） 指導目標 

・ 1年間の星座と太陽の動きについて進んで調べようとする。【自然現象に対する関心・意欲・態度】 

・ モデルやコンピュータシュミレーションを基に，地球の公転による星座と太陽の一年間の動きを指摘で

きる。【科学的な思考】 
（２） 具体の評価規準 

評価の観点 十分満足できる（Ａ） おおむね満足できる（Ｂ） 
支援を要する生徒への手立

て（Ｃ） 
【自然現象への関心・意欲・態

度】 

１年間の星座と太陽の動きに

ついて進んで調べようとする。 

1年間の星座と太陽の動き

についてモデルなどを用

い，進んで調べ，発表する

ことができる。 

1年間の星座と太陽の動き

についてモデルなどを用

い，進んで調べることがで

きる。 

グループでの話し合いの場

を持ち，調べ方などを確認

させる。 

【科学的な思考】 

モデルやコンピュータシュミ

レーションを基に，地球の公転

による星座と太陽の一年間の

動きを指摘できる。 

モデルなどを用いて，季節

による星座の移り変わりと

黄道上の太陽の動きを，地

球の公転運動と関連付けて

指摘することができる。 

モデルなどを用いて，季節

による地球の位置から，太

陽が黄道上のどの星座にあ

るか説明できる。 

モデルから，地球から見た

とき太陽の背後にある星座

を１つずつ確認させる。 



 
（３） 本時の展開 
段

階 
指導内容 生徒の学習活動 留意事項と評価 

導

入 
 
 
 
 
10
分 

1 前時の学習内容を想起さ

せる 
 
2 季節によって移り変わる

星座の代表に 12 星座があ
ることを説明する 

 
3 学習課題を提示する 
 

1 四季の星座の移り変わりを確認する 
 
 
2 自分の生まれ星座を確認する 
 
 
 
3 学習課題を確認する 
 

・前時のプリントなどを見直さ

せる 

展

開 
 
 
 
 
 
 
 
35
分 

 
4 公転モデルを用い，1年の
地球の動きと太陽のみか

けの動きを確認させる 
 
 
 
 
 
5 結果をまとめさせる 
 
 
 
6 結果を確認させる 
 
 
 
 
 
7 太陽が星座の間を移動し

ていくことを確認させる 

 
4 モデルを用いて実験を行う 
・ 自分の生まれ星座がもっとも良く見え

る（真夜中）のはいつか調べる 
・ 地球の公転運動によって見える星座が

どのように変わっていくか調べる 
・ 自分が生まれた日の太陽と星座の位置

関係はどうなっているか調べる 
 
5 結果をプリントにまとめる 
 
 
 
6 結果を発表する 
・ 真夜中に見える星座が1年で移り変わっ
ていくこと 

・ 自分の生まれた月に自分の星座は太陽

と同じ方向にあること 
 
7 結果から 1年間の太陽の動きを考察し，
発表する 

 
･星座の動きについて進んで調

べようとしているか【興・関】

（机間巡視・プリント） 
・モデルの扱いがスムーズでな

い班には方法を再確認させる。 
 
 
 
・結果がまとめにくい生徒には

グループでの話し合いをもと

にまとめさせる 
 
・地球の公転による星座と太陽

の一年間の動きを指摘できた

か【思】（発表・プリント） 
 
 
 
･コンピュータシュミレーショ

ンを用いて確認させる 
終

末 
 
5
分 

8 黄道について理解させる 
 
 
9 次時の学習内容の確認 

８ 黄道についての説明を聞く 
 
 
９ 次時の予告を聞く 

 
 
 

 
 
 
 
 

自分の星座と太陽の位置関係を調べよう。 



（４） 板書計画 
課題 自分の星座と太陽の位置関係を調べよう。 地球が 1日に 1回自ら回る

運動…自転 
↓ 

星や太陽の日周運動 

 
結果 

 
 
 

 
 
まとめ 
・自分が生まれた時，自分の星座

は太陽と同じ方向にある。 
 
・太陽は 1年で 12の星座の間を

1まわりする。 
      ↓ 
太陽の通り道を黄道という。 

地球が 1年に 1回太陽のま
わりを回る運動…公転 
    ↓ 
季節によって真夜中に南

に見える星座が違う 
 ・冬…オリオン座 
 ・夏…さそり座 

 

お ひ つ じお う し ふ た ご か に し し お と め

見 え る

見 え な い

て ん び んさ そ り い て や ぎ み ず が めう お

見 え る

見 え な い


